
No.2
北部地域体育館長寿命化改修事業 （新規） 生涯学習課

No.3
電子図書館利用促進事業 （既存・拡大） 市民図書館

優先順位 事業名 区分 所属名

No.1
市史編纂事業 （新規） 文化財課

部局長名 津崎　弘美

令和 5 年度 部局目標事業シート

部局名 まなび推進局



R 5

5

742,000一般財源

国県支出金

1,732,000

990,000

0

0

990,000

   事業費（自動計算）

特定財源（自動計算）

期待できる効果
（展望）

・市史編纂事業は、膨大な量になる資料の収集と整理、調査研究を計画的に実施し、効率的な執筆・編集作業を行う必要がある。
そのため、組織・体制づくりや方向性を決める基本計画の作成は、初年度の最重要課題である。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

一般会計

（会計名）

年度R

予算額

経費
内容

地方債

その他

・報酬：市史編さん委員会委員報酬　288,000円
・需用費：消耗品費 57,000円、食糧費 3,000円
・役務費：通信運搬費 10,000円
・委託料：資料調査委託料（五位堂鋳物師資料調査委託料） 990,000円
　　　　　　　（ふるさとまちづくり基金）
・使用料及び賃借料：施設使用料 4,000円
・備品購入費：施設用備品（博物館資料室の空調機器新設） 380,000円

財源内訳

歳出

年度実施内容

・市史編さん委員会委員の選任など、組織・体制を整える。
・市史編さん委員会では、市史の編集方針及び内容・構成などの編纂計画、刊行媒体や刊行スケジュールといった刊行計画など、
市史編纂における基本計画について審議する。
・時代や分野毎に専門的に調査研究及び執筆編集を行う編集委員会の運営方法や人選について審議する。

◆事業の概要

（新規）
部局名 教育部

所属名 文化財課

令和 5
No. 1

年度部局目標事業シート

事業名 市史編纂事業



R 5

5

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 2

事業名 北部地域体育館長寿命化改修事業 （新規）
部局名 教育部

所属名 生涯学習課

◆事業の概要

年度実施内容 ・北部地域体育館の老朽化に伴う長寿命化改修工事に係る設計委託料

期待できる効果
（展望）

・劣化している床やトイレの改修をすることで、安全で衛生的な利用環境を提供できる。
・指定緊急避難所に指定されており、空調整備をすることで災害時に避難者受入れの対応ができる。
・総合体育館に次いで稼働率が高く、利便性が高まることで更なるスポーツ活動の推進を図ることができる。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

＜歳出＞
款：教育費　　項：保健体育費　　目：体育施設費
事業名：スポーツ活動支援事業
設計委託料　　合計　7,700千円

【改修内容】・外壁・防水・建具・内装・トイレ・外構等の改修
　　　　　　・空調機新規整備

＜財源＞
・地方債：体育施設整備事業債　7,000千円

7,000,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 7,700,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 700,000

国県支出金

地方債 7,000,000

その他



R 5

5

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 3

事業名 電子図書館利用促進事業 （既存・拡大）
部局名 教育部

所属名 市民図書館

◆事業の概要

年度実施内容
電子書籍の新規購入を継続するとともに、児童書の読み放題パックの導入や音声等に対応した電子書籍の充実を行い、電子図書
館利用手続きの簡素化を図る。

期待できる効果
（展望）

・図書館利用者カードがあれば、いつでも電子図書館が利用でき、時間や場所を問わず、図書館サービスの享受が可能。
・学校における電子図書館の利用拡大や子どもの読書環境の整備。
・活字での読書が困難な方が利用しやすい形態で読書を楽しむことが可能。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

使用料及び賃借料：
・電子書籍コンテンツ使用料　1,583,000円
　　公共用　836,000円
　　学校用　747,000円（うち、児童書読み放題パック 197,000円）
・電子図書館サービス使用料　660,000円
　　電子図書館月額使用料　660,000円

1,187,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 2,243,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 1,056,000

国県支出金

地方債

その他 1,187,000


